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Ⅰ テーマ設定理由 

  現代の社会は、急速な経済発展に伴い、食に関する国民の価値観やライフスタイル等の多様化が進む 

 中、健全な食生活を実践することが困難な場面が増えてきている。共働きの増加や外食、調理済み食品

の利用の増加等を背景に、食生活の在り方は大きく変化し、保護者が子供の食生活を十分に管理するこ

とが困難になってきていることが現状であり、学校においても積極的に子供の食育に取り組むことが求

められている。 

  中学校学習指導要領総則においては、「学校における食育の推進」がこれまで以上に明確に位置づけ 

 られた。また、「食に関する指導の手引き―第二次改訂版―」(以下食の手引き)ではその改訂を踏まえ、 

 学校における食育の必要性や食に関する指導の基本的な考え方や指導方法を示し、チーム学校として取 

り組むために、栄養教諭を食育の中核として全教職員が連携・協働して推進していくことを述べている。 

  これまで私は、食育担当として、豊見城市学校給食センターと連携した食育実践（給食、教科等）を 

 進めてきた。しかし、食生活等の悩みを持つ生徒を、栄養教諭による「個別的な相談指導」につなぐこ 

とが十分にはできていなかった。さらに、豊見城市学校給食センターの栄養教諭等にインタビューした 

ところ、「中学校は小学校よりも、もっと食育が大切なのに入りづらい。中学校に入っていけない、と 

いう思いは全国的な課題としてある。」という思いを聞いた。それが、これまでの食育を振り返る機会と 

なり、栄養教諭の職務内容をよく理解しないままの実践や連携の方法に課題を感じるようになった。 

  これからの学校教育において、中学校における食育は、成長期にある子供が心身ともに健康に過ごす 

 と同時に、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすもので、重要なテーマになると考える。また、学 

 校における食育を一層推進するためには、栄養教諭の専門性を生かし、学校教育活動全体を通して効果 

 的に取り組む必要があると考える。 

  そこで、本研究では栄養教諭に対する理解を深め、互いが連携しやすい食育の工夫について探りたい。 

そして、チーム学校として連携・協働し、生涯にわたって健やかに生きるための基礎を培う食育に取り 

組みたいと考え、本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

 １ 学校における食育の必要性と栄養教諭に対する理解を深める 

 ２ 栄養教諭と学校現場が連携しやすい実践方法について探る 

 ３ 栄養教諭と連携した食育の実践を通して、よりよい指導の在り方について提案する 

 

Ⅲ 研究の方法 

 １ 学校における食育の必要性と栄養教諭の職務内容等に関する調査 

 ２ 「食に関する指導の内容」に基づく食育の実践（教科等における食に関する指導・給食の時間にお 

  ける食に関する指導・個別的な相談指導） 

 ３ チーム学校として食育を推進するための教職員への研修の充実 

 ４ 全教職員が連携・協働した食に関する指導体制の充実(食の全体計画(案)の作成) 

生涯にわたって健やかに生きるための基礎を培う食育の工夫 
～栄養教諭との連携を通して～ 

 



Ⅳ 研究の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究の内容 

 １ 学校における食育の必要性 

(1) 食育基本法における子供に対する食育 

平成 17 年、社会情勢がめまぐるしく変化し、日々忙しい生活を送る中、「食」を大切にする心の 

   欠如や栄養バランスの偏った食事、不規則な食事の増加、肥満や生活習慣病の増加等を背景に、食 

   育基本法が成立した。その前文では「食育を、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の 

   基礎となるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選 

   択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進することが求め 

   られている」、「子どもたちに対する食育は、心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生 

   涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となるものである」と規定 

   し、子供に対する食育を重視している。 

(2) 学習指導要領における食育の位置づけ 

    学習指導要領総則では、子供たちに生涯を通じて 

   健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培わ 

   れるよう、学校における食育の推進が位置付けられ 

   ている。平成 20 年に告示された内容では、食育の 

   推進は「保健体育科の時間はもとより」とされてい 

   たかが今回の改訂で「保健体育科，技術・家庭科，    資料１ 学習指導要領総則における 

特別活動の時間はもとより」としている。さらに、    「体育・健康に関する指導」の比較 

各教科、道徳科及び総合的な学習の時間等が加えら 

   れた(資料１）。また、栄養教諭の専門性を生かす等 

   教師間の連携に努める、としておりこれまで以上に 

   チーム学校として取り組む必要を示している（図１）。 

  (3) 食の手引きにおける指導の目標と食育の視点 

     食の手引きでは第１章第６節に、食に関する指導   図１ 栄養教諭の専門性を生かす連携 

社会的背景 
・食に対する価値観やライフスタイルの多様化 

・外食、調理済み食品の利用の増加 

・学校における食育の必要性 

生徒の実態・教師の課題 
・生活経験の不足 

・栄養摂取の偏り 

・栄養教諭との連携方法に課題 

研究テーマ 

生涯にわたって健やかに生きるための基礎を培う食育の工夫 

～栄養教諭との連携を通して～ 

研究目標 
     １ 学校における食育の必要性と栄養教諭に対する理解を深める 

     ２ 栄養教諭と学校現場が連携しやすい実践方法について探る 

     ３ 栄養教諭と連携した食育の実践を通して、より効果的な指導の在り方について提案する 

研究方法 
１ 学校における食育の必要性と栄養教諭の職務内容等に関する調査 

２ 「食に関する指導の内容」に基づく食育の実践(教科等における食に関する指導・給食の

時間における食に関する指導・個別的な相談指導) 

３ チーム学校として食育を推進するための教職員への研修の充実 

４ 全教職員が連携・協働した食に関する指導体制の充実（食の全体計画(案)の作成） 

研究内容 
１ 学校における食育の必要性 

２ 栄養教諭とは 

３ 食に関する指導の内容 

４ 食育実践 

研究のまとめ 
○食の全体計画（案）等の作成  ○成果と課題の把握 



   の目標(資料２)と食育の視点（資料３)を示している。本研究では特に、「食の重要性」、「心身の健 

   康」の視点に重点を置いて実践を行う。また、指導の目標が年間を通して達成されるよう、食に関 

   する全体計画に６つの視点を位置づけていく必要がある。 

       

 

 

 

 

   

        

 

 

 

       資料２ 食に関する指導の目標          資料３ 食育の６つの視点 

  (4) 生涯にわたって健やかに生きるための基礎を培う食育 

    食の手引きでは、「成長期にある子供にとって、健全な食生活は健康な心身を育むために欠かせな 

   いものであると同時に、将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすもので、極めて重要」であると 

   述べている。子供の頃に身に付いた食習慣を大人になって改めることは容易ではない。そこで、生 

   涯にわたって健やかに生きるための基礎を培う食育として、子供たちの食への関心を高め、欠食や 

   偏食を避け、栄養バランスがよい食事を取る等の望ましい食習慣を実践するための能力を身に付け 

   させたい。 

 ２ 栄養教諭とは 

   児童生徒の食生活の乱れが深刻化する中、平成 17 年４月から新たに栄養教諭制度が開始された。栄

養教諭は、管理栄養士又は栄養士の免許を有しており、栄養に関する専門性と教育に関する資質を併

せ有する教師である。 

  (1) 栄養教諭の職務 

    学校教育法第 49条に栄養教諭の職 

   務として、「児童生徒の栄養の指導及 

   び管理をつかさどる」ことと規定され 

   ている。文部科学省は栄養教諭の職務 

   を「食に関する指導」と「学校給食の 

   管理」に分類している（図２）。 

    栄養に関する専門性をもつ教職員に 

   は「栄養教諭」の他に「学校栄養職員」 

   がいる。学校栄養職員は学校給食法第        図２ 栄養教諭の職務 

   10 条第３項で、栄養教諭に準じて、食に関する指導を行うよう努めることとされている。本研究で 

   は栄養教諭、学校栄養職員と連携して実践検証を行うため、両者を総称する際には以下栄養教諭等 

   とする。 

  (2) 栄養教諭との連携 

    これからの学校においては、子供を取り巻く状況の変化や複雑化・困難化した課題に向き合うた 

   め、教職員に加え、多様な人材が各々の専門性に応じて、学校運営に参画することにより、学校の 

   教育力・組織力を高めていくことが重要である。そのため、文部科学省において、教員が指導力を 

   発揮できる環境を整備し、チームとしての学校の力を向上させるための方策にについて検討がなさ 

   れ、「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について(平成 27 年 12 月 21 日中央教育審議会 

   答申)」が提言された。その後、平成 28年７月には「これからの養護教諭／栄養教諭の在り方に関 



   する検討会議」が設置され、その中の「栄養教諭ワーキンググループ」において、これから求めら 

   れる栄養教諭の役割等について検討された。その結果を踏まえ、全教職員が栄養教諭を中心とした 

   食育推進体制に認識を深め、学校における食育をより推進させることを目的に「栄養教諭を中核と 

   したこれからの学校の食育～チーム学校で取り組む食育推進のＰＤＣＡ～」が平成 29年３月に作成 

   された。栄養教諭、教職員、それぞれの役割を示し、連携の重要性を述べている。 

    食育には専門的な知識が必要な場面があり、栄養教諭が中核となって食育を推進していくことは 

   重要である。一方、栄養教諭は複数の学校を担当していたり、給食センターに派遣されている等、 

教職員と顔を合わせる機会は多くない。そういった中で栄養教諭が中心となり力を十分に発揮でき 

るよう、本研究では食育担当の立場から連携方法を探っていく。 

 ３ 食に関する指導の内容 

   「食の手引き」、「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」では、食に関する指導の内容を(1) 

  教科等における食に関する指導、(2)給食の時間における食に関する指導、(3)個別的な相談指導の３ 

  つに体系化し、内容を示している。 

  (1) 教科等における食に関する指導       

    教科等における食に関する指導内容(例) 

を「食の手引き」から抜粋し資料４にまと 

めた。また、学習指導要領解説総則編には、 

付録６に「食に関する教育」について関連 

する教科等の内容がまとめられている。実 

践の際には、これらを参考にしていきたい。 

生徒には当該教科等の目標や内容を身に付 

けさせることを第一義的に考え、その過程 

に「食育の視点」を位置づけ指導すること 

が大切である。栄養教諭との連携の方法と 

しては、ティーム・ティーチング、教材研 

究等が想定される。本研究では全職員が取 

り組む特別活動での実践を行う。  

  (2) 給食の時間における食に関する指導       

    指導内容（資料５）には「給食指導」と    

   「食に関する指導」がある。          資料４ 教科等における食に関する指導例 

  「給食指導」とは、給食の準備、会食、 

 片付けなどの一連の指導を、実際の活動を 

 通して年間約 190 日繰り返し行う教育活動 

  である。毎日の給食指導の中に食育の視点 

  を位置づけ、意図的、計画的に指導してい    

   くことが重要であると考える。             

   「食に関する指導」は献立を通して食品 

  の産地や栄養的な特徴を学ぶことができる   

  ほか、郷土食や行事食などの食文化を学校   資料５ 給食の時間における食に関する指導 

給食で学ぶことにもつながる。実践するにあたり、学級担任は事前に栄養教諭と連携を図り、教室 

に招いての指導を依頼したり、学級担任が指導するための資料提供を求め、食育の充実を図ること 

ができる。本研究では栄養教諭等に、食育講話や資料提供を依頼して食に関する指導を行い、子供 

たちの変容を見取りたい。 

  (3) 個別的な相談指導 

    個別的な相談指導は、授業や学級活動の中など、全体での指導では解決できない健康に関係した 



   個別性の高い課題について改善を促すために実施する。学校全体で取り組み、実際の指導は栄養教 

   諭が中心となって関係職員と連携しながら行う。教職員の役割(資料６)と想定される相談指導の例 

   (資料７)をまとめた。個別的な相談指導について、本校ではこれまで職員への周知が十分ではなく、 

   ほとんど実施されてこなかった。そこで本研究では食育担当、栄養教諭、養護教諭が連携し、個別 

   的な相談指導が必要な生徒の抽出の方法や役割分担を具体的に検討する。専門性の高い栄養指導が、 

   生徒の望ましい食習慣の形成を促し、生涯にわたって健やかに生きるための基礎を培うことができ 

   るよう、よりよい連携方法を探っていきたい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  資料６ 個別的な相談指導における教職員の役割(例）  資料７ 想定される個別的な相談指導の例 

 

Ⅵ 研究の実際 

 １ 教科における食に関する指導 授業実践 

  (1) 題材名 「なりたい自分になるための朝食を考えよう」 第２学年 

         学級活動（２）オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 

  (2) 題材について 

   ① 題材観 

     小学生の頃から１年に 1度、食に関する指導の内容として、栄養教諭等による授業を受けてき 

    た。また、家庭科の授業では食事の役割や栄養素の主な働き、バランスのよい食事について既に 

    学習をしている。これらの既に持っている知識・技能を基に、健康な心身や充実した生活を意識 

    して、主体的に適切な食習慣を形成する態度を育てたい。 

   ② 生徒観 

     中学生は心身共に大きく成長し、活動が活発な時期であるため十分な栄養を摂取することが必 

    要である。特に 12 歳～14歳の女子の食事摂取基準は、生涯で最も多く大切な時期である。３食 

    しっかりと食べ、栄養を補う意義を考えさせたい。また、中学生は、部活や塾、習い事等に食事 

    時間が左右されやすく、本学級では 41％の生徒が少なくとも週に 1 回は一人で食事をしている。 

    さらに少数ではあるが、卒業後に親元を離れる生徒もいる。そこで、食事に関して親に頼りきり 

    になるのではなく、主体的に望ましい食習慣を形成する態度を育てたい。 

   ③ 指導観 

     望ましい食習慣の形成の促進を目指し、理想の献立を考える場を設定する。そこで、これまで 

    学んだ知識・技能を基に食生活の工夫を考え、実践しようとする意欲を育てたい。生徒にとって 

    の現在の関心事である勉強や部活動等と食のつながりに触れ、食に対する興味関心を持たせると 

    ともに、栄養教諭等による専門的な指導により生徒の食に関する理解を深めていきたい。 



  (3) 食育の視点 

    心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能 

   力を身に付ける。【心身の健康】 

  (4) 指導の過程 

区分 活動の内容 活動の場 主な担当 

事前 中学生の食事 給食時間 栄養教諭等 

本時 なりたい自分になるための朝食を考え

よう 

学級活動 Ｔ１担任 

Ｔ２栄養教諭等 

事後 考えた朝食をつくろう 家庭学習 担任 

事後 実践の振り返り  給食時間 担任 

  (5) 食育担当と栄養教諭の連携の流れ 
     ① 依頼     担任（教科担任）から食育担当に実践したい授業内容、実施時期を伝える 

           →食育担当から栄養教諭等に申し込む 

 

   ② 相談会    栄養教諭等と担任が生徒の実態（給食の残量データ・教室での生徒の様子等）を共通理解した上 

           でねらい達成のために指導案を協議する 

 

   ③ 授業実践   ティームティーチングによる授業を実践する 

 

   ④ 評価改善   食育担当、栄養教諭等、担任（教科担任）で良かった点、改善点をまとめ次回に生かす 

  (6) 本時の指導について 

   ① 本時のねらい 

     なりたい自分になるための朝食を考えることで、主体的に望ましい食習慣を形成しようとす 

    る態度を育てる。 

   ② 本時の展開 

 学習活動 生徒の活動と予想される反応 指導上の留意点 

導

入 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①スポーツ選手や有名人が「なり

たい自分」を目指し、根拠をもっ

て朝食を摂取していることを知

る 

 

 

②課題の提示 

 

③「なりたい自分」を考える 

 

 

 

④朝食を考えるポイントを聞く 

 

 

 

 

 

⑤どんな朝食がいいか考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんなに食べてるんだ」 

「食トレだ！」 

 

 

 

 

 

 

「筋肉をつけたい」 

「テストの点数をあげたい」 

「持久力をつけたい」 

 

「なりたい自分」になるための朝食を考えるた

めに、栄養教諭等の説明を聞く 

 

 

 

 

「なりたい自分」と関連した朝食を考え、ワー

クシートに記入する 

 

 

 

 

 

 

 

・どんな自分になりたいか、 

 生徒に問いかけた後、ス 

 ポーツ選手等の例を紹介 

 する 

・生徒の声を生かして板書 

 する 

 

 

 

 

 
・忙しい朝、という設定に着 

 目させ、手軽に作れる必要 

 があることを伝える 

・給食の残量について振り返 

 らせ、食に対する現状に課 

 題意識を持たせる 

・考えた朝食について、T2 に 

 栄養バランスチェックをし 

 てもらうことを伝える 

・机間指導の役割 

 Ｔ１ 個別指導 

 Ｔ２ 代表者を選ぶ 

 

 

 

なりたい自分になるための朝食を考えよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           資料８ 授業の振り返り 

   ③ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

⑥発表 

献立の良い点等の解説を聞く 

 

 

 

 

 

⑦ 手軽な朝食の紹介 

 

 

 

⑧ まとめ 

 

⑨ 振り返り 

 

⑩ 振り返りの発表 

 

 

 

 

⑪ T1 の説話 

代表者は献立を発表し、自分の献立の栄養バラ

ンスはどうか考えながら解説を聞く 

代表者以外は、自分の献立を比較しながら解説

を聞く 

赤、黄、緑を意識したいろいろな朝食があるこ

とを知る 

 

手軽な食材を利用することで、赤・黄・緑が揃

った朝食が簡単にできることを知る 

 

 

 

 

ワークシートを記入 

 

「朝食を工夫することで、なりたい自分に近づ

けることがわかった」 

「これからは、赤、黄、緑を意識して朝食を摂

るようにする」 

 

説話を聞く 

・実践意欲を高められるよう 

 考えた献立の価値づけをす 

 る 

 Ｔ１ T2 の解説を板書 

 Ｔ２ 献立の解説・価値付 

   け 

 
・衛生面に配慮する 

・３分以内で実演する 

 Ｔ１ 実演 

 Ｔ２ 電子黒板操作 

 

 

 

 

 

 

 

 
・今の食生活が生涯の健康に 

 つながることに触れる 

考察：一方が説明をす

る場合、もう一方が板

書や機会の操作といっ

た連携が授業をスムー

ズに進行させたと考え

る 

考察：今回の授業は、事前指導として給食時間に講話をしたり、生徒の様子を

見るために、栄養教諭等が何度も教室に足を運んだ経緯があった。そのことが

栄養教諭等の専門性を明確に生徒に認識させ、授業の中で機能していたと考え

る。また、そうした流れを通して、授業終了後には生徒が栄養教諭等に駆け寄

り、相談している様子が見られた。継続して栄養教諭等と連携し、生徒らに関

わりを持ってもらうことで、教科、給食時間、個別、それぞれの指導が結びつ

き、よりよい指導につながると考える。 

考察：資料８は生徒の授業の振り

返りの記述である。栄養教諭等の

専門性の高い指導は、食に関する

理解を深め、望ましい食習慣を形

成しようとする態度を育成する

ために有効であったと考える。ま

た、半数近くの生徒が「手軽さ」

について振り返る記述をしてい

たことから、実生活に役立てる食

に関する指導において、重要な面

であると考える。 

授業後、生徒の相談にのる栄養教諭等 



  (7) 事後指導 

    「考案した献立を実際に作る」、「５日分の朝 

   食内容を工夫する（パンと牛乳だけの朝食にト 

   マトをつけたす等）」という宿題を提示し、望 

   ましい食事を摂る実践を図った。 

 

 

 

 

 

 

                             資料９ 事後指導のワークシート 

 ２ 給食時間における食に関する指導 

    (1) 担任による指導 

  栄養教諭等に資料作成を依頼し、担任が指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        資料 10 使用スライドの一部 

    (作成 豊見城市学校給食センター 栄養教諭等) 

  

  

 

 

 

  (2) 生徒による食育発表 

    栄養教諭等に資料作成を依頼し、給食委員が内容を発表する。表１．実施日の給食における 

   栄養充足率 

 
 

内容 牛乳の栄養について 

ね ら

い 

成長期にカルシウムを摂取すること

が、生涯健康に過ごすために重要であ

ることを知り、残さず牛乳を飲む意識

を高める 

食 育

の 

視点 

心身の成長や健康の保持増進の上で

望ましい栄養や食事のとり方を理解

し、自ら管理していく能力を身に付ける

【心身の健康】 

事前 ・栄養教諭等に依頼（内容と所要時間

を伝える） 

・資料を受け取り、内容について栄養教

諭と確認 

当日 

 

・担任は早めに給食を食べる 

・給食スタート５分後、発表開始    

・担任によるまとめ 

事後 栄養教諭等と担任で良かった点、改善

点を振り返り、まとめ、次回に生かす 

内容 私たちの給食と残量 

ねらい ・給食の残量について現状を知り、食品ロスや給食に携わる人々への感謝の心、

成長期における栄養価の充足について考えさせる 

食育の

視点 

・食べ物を大事にし食料の生産等に関わる人々へ感謝する心をもつ【感謝の心】 

・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、

自ら管理していく能力を身に付ける【心身の健康】 

事前 ・栄養教諭等に依頼（内容と発表時間を伝える）     

・資料を受け取り、内容について栄養教諭と確認 

・給食委員に給食の残量を把握させ、問題意識を持たせる 

・給食委員へ発表指導 

当日 ・担任：電子黒板の立ち上げ        ・給食委員：早めに給食を食べる 

・給食スタート５分後、発表開始       ・発表後、担任から一言 

事後 栄養教諭等と担任で良かった点、改善点を振り返り、まとめ、次回に生かす 

考察：「大人になったらもう骨って増えないの？」「転んだだけで骨折して，寝たきりっていやだな」などの生徒の声が

あり、牛乳の栄養について意識を高めることができたと考える。また、栄養教諭等が作成した資料を用いて、担任が指

導を実践したことで、担任自身の栄養についての知識が深まった。今後の指導にもつながる取り組みになったと考える。

一方、牛乳の残量は指導前と指導後で変化することはなく、同じ生徒が牛乳を残している状況がみられた。このことか

ら、牛乳を残す生徒へ、個に応じた対応を行う必要があると考える。 

自分で工夫したことを記入 

・おにぎりをわかめ入りにした 

・みそ汁を多めに飲んだ 

           等 
 

 

考察：63％の生徒が、事後の実践において、自分で食事を

工夫することができていた。工夫の内容としては、食品の

品数を増やしたり、食べる量を調整する等が多く見られた

(資料９)。意識をすれば日常生活で無理なく取り組める実

践であったと考える。栄養教諭等と連携した授業実施後、

どのように担任が継続的に事後指導をするかが課題であ

る。意識を向上させる指導のみならず、家庭環境に配慮し

て個別に指導を行う必要性があると考える。 

13～14歳

骨量は、年齢を重ねていくにつれて、減少していく
と言われています。

13～14歳

骨量は、年齢を重ねていくにつれて、減少していく
と言われています。 カルシウムが不足してしまうと…

イライラ

筋肉のけいれん

スカスカの骨

カルシウムが不足してしまうと…

イライラ

筋肉のけいれん

スカスカの骨

ある日の給食(カルシウム量)

• ひじき ｇ 牛乳
２２７ｍｇ

石狩汁
３３ｍｇ

ひじき炒め
１５７ｍｇミニトマト

１ｍｇ

ごはん
４ｍｇ 合計 ４２２ｍｇ

当日の給食を入
れる

ある日の給食(カルシウム量)

• ひじき ｇ 牛乳
２２７ｍｇ

石狩汁
３３ｍｇ

ひじき炒め
１５７ｍｇミニトマト

１ｍｇ

ごはん
４ｍｇ 合計 ４２２ｍｇ

当日の給食を入
れる

1日に必要なカルシウムの量
12～14歳では…
男 性

１日 ( １０００ ) ｍｇ
女 性

１日 ( ８００ ) ｍｇ

1位 ２２６ｍｇ

牛乳1本(２００ｍｌ)をしっかり飲むと…

男性では 1日の ２３％

女性では 1日の ２８％
摂ることができる！！！

1日に必要なカルシウムの量
12～14歳では…
男 性

１日 ( １０００ ) ｍｇ
女 性

１日 ( ８００ ) ｍｇ

1位 ２２６ｍｇ

牛乳1本(２００ｍｌ)をしっかり飲むと…

男性では 1日の ２３％

女性では 1日の ２８％
摂ることができる！！！



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                   資料 11 使用スライドの一部 

                   （原案作成 学校栄養職員 上江洲 紗希） 

                                                                                  

(3) 栄養教諭等による指導 

栄養教諭等が直接教室に出向いて指導する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料 12 使用スライドの一部 

    (作成 豊見城市学校給食センター 栄養教諭等) 

 

  

 

 

 

 

 

  (4) 残量調査の結果 

    資料 1３は残量調査の結果である。 

   検証前は残量が 4.73kg、学校全体 

      の 10％と多かった。しかし、検証 

   後の残量調査では、ほとんど残量 

   がなく、給食提供量をほぼ食べる 

   ことができた。自分たちの栄養摂 

   取の現状を、栄養教諭等によりデ 

―タで示されたことにより、生徒 

が考え行動した結果であると考える。       資料 1３ 残量調査の結果 

内容 中学生の食事 

ねらい 成長期に必要な食事の量を知り、給食

でその 3分の１の量を確認する 

食育の

視点 

・心身の成長や健康の保持増進の上で

望ましい栄養や食事のとり方を理解

し、自ら管理していく能力を身に付ける

【心身の健康】 

事前 ・栄養教諭等に依頼（内容と所要時間を

伝える） 

・給食委員へ司会指導 

当日 ・担任：電子黒板の立ち上げ 

・給食委員：司会、お礼の言葉 

・給食スタート５分後、発表開始 

事後 栄養教諭等と担任で良かった点、改善

点を振り返り、まとめ、次回に生かす 

考察：生徒らが、自分の給食と、提示された目安の量を比較しながら栄養教諭等の話を聞く姿から、「給食」という実物

を用いての指導が生徒の関心を高めたと考える。具体的な必要量を目計り、手計りできるよう示したことは、生徒が理

解を深めただけでなく、担任にとっても今後の指導に役立つ内容であった。また、栄養教諭等による直接の指導は、生

徒の疑問や質問に対し、栄養教諭が詳しい説明を加える等、深い学びが伺えた。このような栄養教諭等の講話によって、

生徒、担任が知識を共有し、共に実践していくことで、給食時間における食に関する指導に、深まりや継続性が生まれ

ると考える。 

「メニューを考えています！」

栄
養
士
の
先
生 お

う
ち
の
人

「一生懸命働いたお金で給食費払ってます！」

調
理
員
さ
ん

「愛情をこめて作ってます！」

「野菜や動物を育てています！」

農
家
さ
ん

い
の
ち

「いのちをいただいています！」

八
百
屋
さ
ん

「朝早くから
給食の食材を届けています！」

「メニューを考えています！」

栄
養
士
の
先
生 お

う
ち
の
人

「一生懸命働いたお金で給食費払ってます！」

調
理
員
さ
ん

「愛情をこめて作ってます！」

「野菜や動物を育てています！」

農
家
さ
ん

い
の
ち

「いのちをいただいています！」

八
百
屋
さ
ん

「朝早くから
給食の食材を届けています！」

みなさんは、今、成長期！

身長だけではなく、
体の機能などが、急激に発育する期間。

健康な体をつくる
ビックチャンス♪

みなさんは、今、成長期！

身長だけではなく、
体の機能などが、急激に発育する期間。

健康な体をつくる
ビックチャンス♪

大人になってからは取り戻せない！大人になってからは取り戻せない！

 

 

 

 

 

 

  検証前             検証後 

 
    ：提供量      塗りつぶし：摂取量 

考察：検証前の残量調査では熱量充足率

77％であったが、この日の残量は大幅に

減少し、熱量充足率は 107％であった(表

1)。また、「給食ができるまでに、関わ

ってくれている人の思いを無駄にしな

いためにも残さず食べたい」という生徒

の感想を得ることができた。生徒に考え

させ、行動に影響を与えた食育発表であ

ったと考える。同時に普段食べている給

食を生きた教材とした食育実践の効果

を感じさせられた。給食委員がその日の

残量の少なさを知り、誇らしげにしてい

たことが印象的であった。このような取

り組みを重ねることで、生徒が自発的に

望ましい食習慣を形成しようと発信す

る雰囲気をつくることができると考え

る。 



①目的    ○調理をしながら教職員が食育に対する理解を深める場と 

する。 

       ○栄養教諭等と教職員の交流の場とする。 

       ○学級や部活動での調理室利用を推進する。 

② 参加者  食育担当、栄養教諭等、希望する職員 

③ 所要時間 放課後に 1 時間程度 

④ テーマ  簡単な朝食作り 

⑤ 注意事項 新型コロナウイルス感染予防のため、調理台１台につき 1 人 

       で行う 

 ３ 個別的な相談指導 

   食育担当、栄養教諭等、養護教諭の三者で、個 

  別的な相談指導の周知の方法や必要な生徒の抽出 

  方法、役割分担等を具体的に検討した。 

  (1) 相談指導の流れ 

    相談指導が必要とされる場合、どのような手 

順や、役割分担がふさわしいかを話し合った。 

「職員全体で取り組めるような言葉を図に示し 

たい」、「個別相談指導委員会の中で生徒に同席 

する職員を決めてほしい」等、それぞれの立場 

からの意見を出し合い、フローチャートを作成      図３ 個別的な相談指導の流れ 

した(図３）。     

  (2) 肥満・痩身傾向にある生徒への個別的な相談指導 

    伊良波中学校では健康診断の結果から、肥満 

度に基づく判定により必要な生徒へ医療機関を 

紹介してきた。しかし、その中には受診しない 

生徒もいる。そのような生徒に対し、成長期を 

健康に過ごすとともに、将来に向けた望ましい 

食習慣の形成を促すため、栄養士による個別的 

な相談指導を医療機関と同時に紹介することを 

試みることにした。三者が持つ生徒の情報を共 

有した上で話し合いを進め、作成した計画を資 

料 14にまとめた。実施可能な相談件数を栄養 

教諭等が提示する等、それぞれの専門領域から 

どのようなことができるのか、意見を出し合い、  資料 14 肥満・痩身傾向にある生徒への 

計画を立てたことで、誰かに依頼されて行うの       個別的な相談指導計画 

ではなく、チームとして取り組む体制ができた。 

三者での話し合い自体がチーム学校として食育 

を推進するために重要であったのではないかと 

考える。 

 ４ 教職員への調理実習  

   調理実習には、食に対する興味関心や感謝の心 

を深めたり、健全な食生活を送るために必要な調 

理技術を習得することが期待できる。また、協働 

して料理を作り、共に食事をすることで人間関係     

を深めるという面があり、「望ましい集団にした     資料 15 教職員への調理実習の概要 

い」と考える学級担任や部活動顧問と「食育の視 

点」が合致する活動であると考える。一方、担任 

や部顧問のみで慣れない活動をさせる事は困難な 

な面がある。そこで栄養教諭等と共に、職員への 

調理実習を行なった(資料 15、図４)。併せて栄養 

教諭等とのＴＴによる調理実習を提案した。実習 

中は、教職員が栄養教諭等に給食を残す生徒につ 

いて相談したり食育について質問する姿が見られ、 

両者の交流の場とすることができた。また、実習 

後の感想から、参加者が食育についての理解を深       図 4 当日の流れ 

①目的   ・全体での指導では解決できない健康に関係し 

た個別性の高い課題について改善を促す。 

      ・発育・発達期である生徒が健康に過ごすと共に 

将来に向けた望ましい食生活の形成を促す。 

②対象   ・健康診断の結果、軽度肥満、中等度肥満、高度 

肥満、軽度やせ、高度やせと診断された生徒 

③実施方法 ・対象生徒に案内文を配布し、希望を申し出た生 

徒又は保護者に対し、栄養教諭等が実施する。 

④ 役割    

栄養教諭等 相談指導 

養護教諭 生徒の抽出 

食育担当 案内文作成・窓口 

学級担任 保護者との連絡調整 

      ※関係職員で実態の報告や指導に関する提案 

を行い、情報を共有して取り組む。 

 

 



めたり、意識を高めることができたと考える(資料 

16)。一方、実習中に教職員から「どこに何の道具 

があるのかわからない」、「調理室の使い方を忘れ 

てしまいそう」という声があった。調理室使用方 

法のマニュアルを作成する等、誰もが使いやすい 

調理室にしていくことが課題である。このような 

研修の場を食の全体計画に位置づけ、調理実習を 

推進していきたい。そして、生涯にわたって健や 

かに生きるための基礎を培う工夫として、教育活 

動の様々な場で食に関する体験活動を行い、食の 

重要性や喜びや楽しさを生徒に感じさせたい。  

                     資料 16 参加者の感想 

Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

  (1)  学校における食育の必要性と、栄養教諭等の法的、実務内容について理解を深めることができた。 

(2) 「栄養教諭等と学校現場の連携しやすい実践方法」の視点から 

   ① 教科等における食に関する指導内容と給食時間における食に関する指導を結びつけたＴＴは、 

    横断的食育推進の研究となった。ＴＴで授業を行った際、栄養教諭等の専門生を活かした役割分 

    担を行うことが重要であると共に、一方が説明をする場合にはもう一方が機器の操作や板書、と 

        いった連携が授業をスムーズに進行させた要因となった。とくに新しい生活様式における連携授 

    業下では、ＩＣＴの活用や板書を通して焦点化・共有化することにより、生徒の学び合いを深め 

    ることが検証できた。今回の実践では、２人で授業をすることのメリットを存分に活かすことが 

    でき、今まで以上に食育推進には、連携が必要であることが検証できた。 

   ② 担任による指導や生徒による食育は、栄養教諭等に資料作成を依頼する取り組みにより、担任 

    自身は栄養についての知識が深まり、生徒には変容がみられた。特に栄養教諭等が作成した資料 

    を使用した生徒の食育発表日には、給食の残量がほぼゼロであったことから、その有効性が伺え 

た。全ての食育実践に、栄養教諭等に学校現場に足を運んでもらうのではなく、資料提供を求め 

たり、食に関する指導の相談にのってもらう等の連携方法でも食育の効果を得ることができた。 

   ③ チーム学校で食育を推進する工夫として、食育担当、栄養教諭等、養護教諭の三者による個別 

    的な相談指導計画作成と教職員への調理実習に取り組むことができた。 

   (3) 「よりよい指導の在り方」の視点から            表 2 アンケート結果 

 ① 検証前後のアンケート結果より                

     検証前後に学級の生徒を対象にアンケ―トを実 

 施した(表２)。「栄養バランスを考えて食べてい 

 る」、「朝・昼・夕三食必ず食べている」、「朝食で 

 主食＋２品以上食べる」、「できるだけ多くの種類 

 の食品を食べる」の項目は、家庭における影響が 

 大きい部分ではあるが、ポイント数の増加が見ら 

 れた。自らの食生活を主体的に考え行動できるよ 

 うになった、という生徒の変容を伺うことができ、学校における食育の重要性を再認識できる結 

果となった。また、「お菓子やスナック菓子を食べ過ぎない」の項目では 25ポイントの増加が見 

られ、自分の食生活を改善しようと意識する生徒が増えたと考える。これらの結果より、本研究 

での実践に一定の効果があったと考える。  

② 新しい生活様式の下で、学校における様々な体験活動が制限される中、給食は残された数少な 

 い体験活動である。栄養教諭等と連携したことは、給食を生きた教材とし、体験的な深い学びに 

食生活で気を付けている項目 事前 事後 

栄養バランスを考えて食べている 33％ 41％ 

朝・昼・夕三食必ず食べている 61％ 80％ 

朝食で主食＋２品以上食べる 38％ 52％ 

できるだけ多くの種類の食品を食べる 8％ 33％ 

お菓子やスナック菓子を食べ過ぎない 5％ 36％ 

食事を残さず食べる 61％ 72％ 

○社会科が食育に適しているということに驚きました。教科

全体で食育を行うことを学んだので、意識して取り組みたい

です。 

○普段なかなか関わることのできない栄養職員や他学年の職

員と交流ができて良かった。私も食に関する知識があっても、

意識が低くなっているなと感じるので高め合う場としていい

なと思いました。 

○今回調理実習に参加して、自分達が作った物を「おいしく

てもおいしくなくても大切に食べる」ということはもちろん、

人とのコミュニケーションや個性が見えて、とても面白いし

有効活用できるなと感じました。また、本物の食材を扱って

の食事についての学習は、教室で行う授業よりも絶対説得力

があって、生徒自身も食について深く考えることができそう

だなと思いました。今後、学活や部活動の際に今回のような

調理実習を通して、生徒同士や先生と生徒の関係をうまく築

けたら良いなと思いました。 



 結びつけることができた。 

 ③ 実践を通して考察したことを活かし、食の全体計画(案)を作成することができた(資料 17)。チ 

  ーム学校として取り組むには、情報を共有してみんなでそれぞれができることを一緒に考え、意 

  見を出し合うことが大切であった。そこで、今回作成した食の全体計画案には情報共有や話し合 

  う場として「19 の日」を設定した。また、食育推進を図ると同時にリモートでも行える計画を入 

  れ込み、業務の効率化と新しい生活様式に対応した内容とした。 

 

資料 17 食の全体計画(案)の一部 

２ 今後の課題 

  (1) チーム学校として栄養教諭を中核とした食育推進体制について、教職員への周知を図る研修等が 

   必要がある。 

  (2) 連携のためには、打ち合わせの時間の確保や、簡易化を図っていく必要がある。また、中学校で 

   「教科等における食に関する指導」を行うには日程の調整に課題があり、年間指導計画に位置づけ 

   る等、計画的に実施していく必要がある。そのため前年度で日程の調整をすることが大切である。 

  (3) 個別的な相談指導に関して、今後実際に取り組む中で、よりよい方法を検討していく必要がある。 

   また、チーム学校で取り組む体制や家庭との連携を強化し全体計画を実践化することが重要である。 
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